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本
町
の
財
政
状
況

　

本
町
の
財
政
状
況　
　
　
　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
町
税
収
入
が
大

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
町
税
収
入
が
大

き
く
減
少
し
、
さ
ら
に
地
方
交
付
税
が
４

き
く
減
少
し
、
さ
ら
に
地
方
交
付
税
が
４

年
連
続
前
年
を
大
き
く
下
回
る
な
ど
、
一

年
連
続
前
年
を
大
き
く
下
回
る
な
ど
、
一

般
財
源
の
確
保
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に

般
財
源
の
確
保
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
一
方
歳
出
に
お
い
て
は
公
債

あ
り
ま
す
。
一
方
歳
出
に
お
い
て
は
公
債

費
が
年
々
上
昇
し
、
一
部
事
務
組
合
に
対

費
が
年
々
上
昇
し
、
一
部
事
務
組
合
に
対

す
る
負
担
金
、
簡
易
水
道
事
業
、
介
護
保

す
る
負
担
金
、
簡
易
水
道
事
業
、
介
護
保

険
事
業
等
に
対
す
る
繰
出
金
が
増
大
す
る

険
事
業
等
に
対
す
る
繰
出
金
が
増
大
す
る

な
ど
、
投
資
的
経
費
は
大
幅
に
減
少
せ
ざ

な
ど
、
投
資
的
経
費
は
大
幅
に
減
少
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
を
含
む
地
方
債

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
を
含
む
地
方
債

残
高
は
、
平
成

残
高
は
、
平
成　

年
度
末
で

億
円
と
な

年
度
末
で　

億
円
と
な

１５１５

９７９７

り
、
さ
ら
に

り
、
さ
ら
に　

・・　

年
度
予
算
編
成
に
お

年
度
予
算
編
成
に
お

１５１５

１６１６

い
て
は
、
役
場
庁
舎
建
設
基
金
か
ら
繰
入

い
て
は
、
役
場
庁
舎
建
設
基
金
か
ら
繰
入

れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
税
収
、
交
付
税
の
大
き
な

　

今
後
さ
ら
に
税
収
、
交
付
税
の
大
き
な

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
収
支
均
衡
の
あ

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
収
支
均
衡
の
あ

る
予
算
編
成
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ

る
予
算
編
成
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

行
政
改
革
の
必
要
性

　

行
政
改
革
の
必
要
性　
　
　

わ
が
国
の
社
会
構
造
は
、
急
速
に
、
少

　

わ
が
国
の
社
会
構
造
は
、
急
速
に
、
少

子
、
高
齢
化
が
進
行
し
、
具
体
的
実
施
段

子
、
高
齢
化
が
進
行
し
、
具
体
的
実
施
段

階
に
あ
る
規
制
緩
和
、
地
方
分
権
、
Ｉ
Ｔ

階
に
あ
る
規
制
緩
和
、
地
方
分
権
、
Ｉ
Ｔ

革
命
に
よ
る
飛
躍
的
技
術
革
新
に
伴
う
社

革
命
に
よ
る
飛
躍
的
技
術
革
新
に
伴
う
社

会
、
経
済
活
動
の
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

会
、
経
済
活
動
の
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

等
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

等
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
済
状
況
に
お
い
て
は
、
高
度

　

ま
た
、
経
済
状
況
に
お
い
て
は
、
高
度

経
済
成
長
期
の
よ
う
な
右
肩
上
が
り
の
成

経
済
成
長
期
の
よ
う
な
右
肩
上
が
り
の
成

長
は
期
待
で
き
ず
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

長
は
期
待
で
き
ず
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

深
刻
な
構
造
不
況
状
態
に
陥
り
、
景
気
は

深
刻
な
構
造
不
況
状
態
に
陥
り
、
景
気
は

低
迷
、
停
滞
を
続
け
て
お
り
、
依
然
厳
し

低
迷
、
停
滞
を
続
け
て
お
り
、
依
然
厳
し

さ
を
脱
し
て
い
ま
せ
ん
。

さ
を
脱
し
て
い
ま
せ
ん
。

既
に
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

　

既
に
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
、

う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
、

既
存
事
業
の
廃
止
、
縮
小
、
統
合
、
転
換

既
存
事
業
の
廃
止
、
縮
小
、
統
合
、
転
換

等
の
再
構
築
、
さ
ら
に
雇
用
形
態
や
賃
金

等
の
再
構
築
、
さ
ら
に
雇
用
形
態
や
賃
金

体
系
の
見
直
し
、
経
営
の
透
明
性
の
確
保

体
系
の
見
直
し
、
経
営
の
透
明
性
の
確
保

な
ど
、
生
き
残
り
を
か
け
た
努
力
を
続
け

な
ど
、
生
き
残
り
を
か
け
た
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
第
２
次
の
行
政
改

　

本
町
に
お
い
て
も
、
第
２
次
の
行
政
改

革
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
た

革
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

と
こ
ろ
で
す
が
、
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
、
地

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
、
地

方
分
権
に
よ
り
義
務
的
経
費
、
経
常
的
経

方
分
権
に
よ
り
義
務
的
経
費
、
経
常
的
経

費
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

費
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
第
４
次
総
合
計
画
「
キ

況
下
に
お
い
て
、
第
４
次
総
合
計
画
「
キ

ラ
ラ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
」
の
将
来
の
都
市
像
で
あ

プ
ラ
ン
」
の
将
来
の
都
市
像
で
あ

２１２１

る
「
人
・
自
然
が
融
け
合
う
あ
ぶ
く
ま
高

る
「
人
・
自
然
が
融
け
合
う
あ
ぶ
く
ま
高

原
都
市
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

原
都
市
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換
に
よ
る
行
財
政

思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換
に
よ
る
行
財
政

構
造
の
抜
本
的
な
改
革
を
さ
ら
に
行
う
こ

構
造
の
抜
本
的
な
改
革
を
さ
ら
に
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
と
行
政
が
一
体

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
英
知
を
結
集
し
、
協
働
で
の

と
な
っ
て
、
英
知
を
結
集
し
、
協
働
で
の

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

と
も
に
、
仕
事
の
や
り
方
や
組
織
を
見
直

と
も
に
、
仕
事
の
や
り
方
や
組
織
を
見
直

し
、
町
政
の
体
質
改
善
を
図
る
な
ど
、
内

し
、
町
政
の
体
質
改
善
を
図
る
な
ど
、
内

部
努
力
の
徹
底
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

部
努
力
の
徹
底
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
経
営
的
視
点
を
導
入

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
経
営
的
視
点
を
導
入

し
た
行
財
政
運
営
を
確
立
し
、
町
民
の
満

し
た
行
財
政
運
営
を
確
立
し
、
町
民
の
満

足
度
と
成
果
を
重
視
す
る
町
政
へ
の
転
換

足
度
と
成
果
を
重
視
す
る
町
政
へ
の
転
換

を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
に
質
の
高
い
行

を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
に
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
で
き
る
よ

政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
実
効
的
、
効
率
的

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
実
効
的
、
効
率
的

に
行
え
る
よ
う
行
政
改
革
大
綱
、
行
政
改

に
行
え
る
よ
う
行
政
改
革
大
綱
、
行
政
改

革
実
施
計
画
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

革
実
施
計
画
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、町
民
生
活
に
直
結
し
た
様
々
な
行
政

課
題
や
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、　

世
紀
型

２１

の
自
立
し
た
石
川
町
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、行
財
政
運
営
全
般

に
つ
い
て
根
本
か
ら
見
直
し
を
行
い
、地
方
分
権
型
社
会
に
ふ
さ

わ
し
い
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
に
つ

い
て
、
行
政
改
革
審
議
会
（
鈴
木
紘
一
会
長
・
委
員
７
名
）
に
諮

問
を
し
ま
し
た
。
委
員
の
み
な
さ
ん
が
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、平

成　

年
２
月　

日
、
西
牧
立
博
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

１６

１９

　

今
月
号
で
は
、答
申
を
受
け
て
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
を
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
ら
い
を
拓
く 

!!
 

み
ら
い
を
拓
く 

!!
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●推進期間
　第３次行政改革大綱の推進機関は、平成８年度に策定した「石川町第２行政
改革大綱」の終期にあわせ、平成１６年度から平成１８年度までの３年間とします。
●推進方法
　行政改革を着実に推進するため、この大綱に基づき平成１６年度から平成１８年
度の３カ年を計画期間とする行政改革実施計画を策定し、重点的に具体的改革
に着手します。
●進行管理
　町長を本部長とした石川町行政改革推進本部を組織的な推進機関とし、行政
改革推進委員会及び全職員の総力を結集して改革に取り組んでいきます。
　また石川町行政改革審議会に毎年の進捗状況を報告し、進行管理について意
見を求めます。

　

行
政
改
革
の
理
念　
　
　
　

　

平
成　

年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
法
の

１２

施
行
に
伴
い
、
新
し
い
行
政
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

分
権
社
会
に
お
け
る
目
標
は
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
の
責
任
に
お
い

て
、
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
し

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
町
が
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
英

知
を
結
集
し
、
自
立
し
た
自
治
体
運
営
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
と
の
協
働
に
よ
り
「
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
」
を
得
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
基
本
方
針　
　

　

自
治
体
の
自
己
決
定
権
が
拡
大
さ
れ
る

中
で
、
個
性
的
か
つ
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
と
行

政
の
連
携
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
だ
け
の
一
方
的
な
行
政
運
営
で
は

な
く
、
町
民
と
行
政
が
対
話
を
行
い
な
が

ら
、
政
策
の
形
成
や
事
業
の
進
行
管
理
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
情
報
公
開
を
進
め
行
政
の

持
つ
情
報
や
考
え
方
を
積
極
的
に
町
民
に

説
明
し
、
町
民
と
行
政
の
交
流
、
理
解
、

さ
ら
に
町
民
と
の
協
働
へ
と
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
お

互
い
の
役
割
分
担
を
明
ら
か
に
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
含
め
た
様
々
な

町
民
の
知
恵
と
パ
ワ
ー
を
結
集
し
て
、
町

民
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自
治

体
に
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
行
政
展

開
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
治
体
の
担
い
手
と

し
て
職
員
の
意
識
改
革
が
重
要
と
な
り
ま

す
。「
自
ら
考
え
、
自
ら
の
責
任
に
よ
り
実

行
す
る
」
と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
持
つ

と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
自

ら
が
政
策
を
立
案
す
る
能
力
を
身
に
付
け

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
「
総
合
的
な
政
策
が
推
進
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
組
織
・
機
構
の

見
直
し
を
絶
え
ず
行
う
こ
と
」、「
地
域
の

課
題
を
町
と
町
民
が
協
働
で
考
え
処
理
し

て
い
く
た
め
に
、
両
者
の
役
割
分
担
を
明

確
に
す
る
こ
と
」、「
時
代
の
要
請
と
な
っ

て
い
る
電
子
自
治
体
へ
の
取
組
み
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
」
も
重
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
財
政
的
な
面
に
お
い
て
は
「
歳
出
を
減

ら
す
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
歳
入
を
い
か
に

確
保
す
る
か
」
の
視
点
で
行
政
改
革
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
町
民
満
足
度
の
向
上
の
た
め
に
は
、

事
業
や
サ
ー
ビ
ス
が
行
政
の
独
り
善
が
り

で
な
く
、「
常
に
町
民
の
期
待
に
応
え
て
い

る
か
」、「
迅
速
で
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
か
」
な
ど
を
常
時
検
証
す
る

と
共
に
、
そ
の
評
価
を
正
確
に
町
民
に
示

す
な
ど
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指

し
ま
す
。

効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

町
民
と
の
協
働
�

�

に
よ
る

町
民
と
行
政
と
の

協
働
体
制
の
確
立

分
権
社
会
に
対
応
し
た

効
率
的
な
行
政
運
営

実
効
あ
る
改
革
の
た
め
に

▲２月１９日、西牧町長に答申する鈴木会長
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自
立
す
る
町
政
運
営
を
目
指
し
て

▲毎年開かれている町政懇談会

▲県立石川高校による里山づくりボランテ
ィア

第
３
次
行
政
改
革
実
施
計
画

▲石川中学校の調理場

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

　

町
民
と
行
政
が
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
町
民
に
対
し
て

行
政
情
報
を
積
極
的
に
開
示
す
る
な
ど
情

報
の
共
有
化
を
進
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
政

策
形
成
や
施
策
の
推
進
に
町
民
が
積
極
的

に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
行
政
情
報
の
積
極
的
な
発
信
、
開
示

②
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
充
実

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
対
す

る
町
民
の
気
運
を
醸
成
し
、
個
人
あ
る
い

は
団
体
が
日
常
的
に
自
由
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
行
え
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連

携

　

地
方
分
権
の
時
代
、
そ
の
担
い
手
で
あ

る
「
人
」
の
育
成
が
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。
自
治
の
担
い
手
と
し
て
職
員
一
人

ひ
と
り
の
意
識
の
高
揚
が
重
要
で
あ
り
、

町
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
意
欲
と
情
熱
を
持
ち
政
策
づ
く
り
を

進
め
、
主
体
的
に
行
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
た
め
の
政
策
形
成
能
力
を
向
上
さ
せ
ま

す
。

①
人
材
育
成
の
基
本
方
針
の
策
定

②
庁
内
公
募
制
の
確
立
と
積
極
的
活
用

③
職
員
提
案
制

度
の
導
入

　

多
様
化
す
る
行
政
課
題
へ
柔
軟
か
つ
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
時
代
に
あ
わ
せ
た

組
織
、
機
構
の
見
直
し
を
絶
え
ず
行
い
ま

す
。
ま
た
職
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
行

政
需
要
の
将
来
動
向
を
適
切
に
踏
ま
え
、

そ
の
管
理
を
適
正
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

①
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化

②
幼
児
保
育
施
設
等
の
再
編
整
備

③
自
主
公
民
館
へ
の
移
行

④
学
校
給
食
の
民
間
委
託

⑤
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
運
営
形
態
の

見
直
し

⑥
公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
見
直
し

⑦
小
・
中
学
校
の
統
合
再
編

⑧
職
員
定
員
の
見
直
し

�
�
�
�
�
�

�
�
�

●
政
策
形
成
へ
の
町
民
の
参
加

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携

●
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成

●
組
織
、
機
構
の
再
構
築

▲新規採用職員の研修
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現
す
る
た
め
石
川
町
地
域
情
報
化
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
た
情
報
の
共
有
化
や
、
申
請
、
届
出
手

続
き
等
の
電
子
化
な
ど
、
町
民
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
の
各
種
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

①
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
構
築

②
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築

③
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
の

構
築

行
革
を

実
現
す
る
た
め
の
視
点

▲４月１７日に開所する介護老人保健施設オルキス

　

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
増

大
す
る
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
、
自
主
財
源
の
確
保
と
依
存
財
源
の
活

用
を
図
る
と
共
に
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
を
進
め
ま
す
。

①
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

②
町
税
収
納
特
別
対
策
の
実
施

③
未
利
用
地
財
産
の
活
用
と
処
分

　

行
政
の
責
任
を
改
め
て
見
直
し
、
行
政

関
与
の
必
要
性
、
効
果
、
効
率
等
を
十
分

吟
味
し
、
事
務
事
業
の
抜
本
的
な
整
理
統

合
を
図
り
ま
す
。
特
に
、
時
代
の
流
れ
や
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
初

期
の
目
的
を
達
成
し
た
も
の
や
事
務
量
が

減
少
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
基
本
と
し
て
、
廃
止
、

統
合
、
縮
小
す
る
な
ど
徹
底
し
た
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

①
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
実
施
体
制
の
見
直
し

②
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減

　

多
様
な
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
行
政

運
営
の
効
率
化
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
民
間
事
業
者
に
委
ね
ら
れ

る
事
務
、
事
業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

民
間
委
託
を
推
進
し
ま
す
。

①
民
間
委
託
の
推
進

●
財
政
基
盤
の
確
立

●
事
務
事
業
の
見
直
し

●
民
間
と
の
役
割
分
担
の
明
確
化

▲４月１７日・１８日行われる石川桜まつり

▲民間に委託している総合体育館の清掃

▲西牧町長から説明を受ける職員

　

Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
飛
躍
的
な

発
展
は
、
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
変
革

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
電
子
役
場
を
実

●
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る

　

電
子
自
治
体
の
構
築

　

行
政
運
営
に
は
「
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

施
策
や
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、
コ
ス

ト
意
識
や
優
先
順
位
を
設
定
し
た
取
組
み

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

①
事
務
事
業
の
評
価
の
実
施

●
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

▲石川町 ITの拠点サーバー室
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歳　　入 

　

平
成　

年
度
の
予
算
は
、
第
３
次
行
政

１６

改
革
大
綱
に
基
づ
き
抜
本
的
な
行
財
政
改

革
を
行
い
、
第
４
次
総
合
計
画
・
第
４
回

実
施
計
画
を
基
本
に
、
よ
り
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
図
り
、「
人
・
自
然
が
融
け
合

う
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市
い
し
か
わ
」
の
実

現
に
向
け
各
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
も
と
に
あ
っ
て
、
町
民
福
祉
の
向
上
と

必
要
な
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

徹
底
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
、
効
率
的
に
配

分
す
る
等
、
予
算
を
最
大
限
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
編
成
を
し
ま
し
た
。

特　　集 FEATURE ARTICLES

比較（％）前年度今年度

△ 5.515億 5,447万円14億 6,837万円町　　税
自
主
財
源
（　

・
9
％
）

37

△ 4.62億 5,989万円2億4,803万円分担金及び負担金

△ 5.47,277万円6,886万円使用料及び手数料

△ 17.81,218万円1,001万円財産収入

61.92億 8,518万円4億6,181万円繰入金

△ 10.51億 1,851万円1億603万円諸収入外

11.34億 4,440万円4億9,459万円
地方譲与税
交付金等

依
存
財
源
（　

・
1
％
）

62

△ 11.522億 6,600万円20億 500万円地方交付税

△ 8.65億 9,098万円5億3,990万円国県支出金

14.67億 1,470万円8億1,920万円町　　債

△ 1.563億 1,908万円62億 2,180万円歳入合計

平
成
　
年
度 

16

第４次総合計画“キララ21プラン” 

人・自然が融け合う 
あぶくま高原都市 
いしかわをめざして 

第４次総合計画“キララ21プラン” 

人・自然が融け合う 
あぶくま高原都市 
いしかわをめざして 

　

平
成　

年
度
石
川
町
の
歳
入
・
歳
出
予
算
が
、

１６

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
使
わ
れ

て
い
く
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●自主財源
自らの権限で収入しうる財
源
●依存財源
国の意思により定められた
額を交付されたり割り当て
られたりするお金
●町税
町民の皆さんから納めてい
ただく税金や法人税など
●使用料・手数料
公共施設の使用料、住民票
などの交付手数料
●繰入金
各種基金などから一般会計
へ繰入れたお金
●地方交付税
所得税など国が徴収した税
金の中から町の財政状況に
応じて交付されるお金
●町債
町の借金のこと、大きな事
業を行うために国や金融機
関から借りるお金
●地方譲与税、交付金
国や県が徴収した税金など
から配分されるお金

みみみみみみみみみみみみみみななななななななななななななささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんん一一一一一一一一一一一一一一人人人人人人人人人人人人人人ひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににに使使使使使使使使使使使使使使わわわわわわわわわわわわわわれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるおおおおおおおおおおおおおお金金金金金金金金金金金金金金みなさん一人ひとりのために使われるお金

������������������������������������������������������������������億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円
特別会計を合わせると���億�����万円
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個
人
町
民
税
、
法
人
町
民
税
の
減
収
に

加
え
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
、
新
築

に
よ
る
家
屋
の
増
加
は
見
込
め
る
も
の
の
、

地
価
下
落
や
償
却
資
産
の
減
少
、
さ
ら
に
、

た
ば
こ
税
も
大
幅
に
減
収
と
な
る
な
ど
、

町
税
全
体
で
８
、
６
０
０
万
円
、
率
に
し

て
５
・
５
％
減
少
し
、
６
年
連
続
の
減
収

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対

策
債
は
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
り　

年
度

１５

当
初
よ
り
、
３
億
３
、
４
０
０
万
円
、
率

に
し
て　

・
７
％
減
の　

億
７
、
２
０
０

１２

２３

万
円
と
大
幅
な
減
額
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

一
般
財
源
の
確
保
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

教
育
・
文
化

　

新
た
に
、
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

や
地
域
ぐ
る
み
で
の
生
涯
学
習
を
推
進
す

る
ほ
か
、
学
校
の
枠
を
超
え
た
交
流
事
業

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
活
用
し

た
小
中
学
生
人
材
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
を
実

施
し
ま
す
。

生
活
環
境

　

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
、
廃
棄
物
の

適
正
処
理
の
推
進
、
水
環
境
の
保
全
等
に

取
り
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

福　
　

祉

　

障
害
者
の
就
業
機
会
や
社
会
参
加
な
ど

自
立
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
、
短
期
入
所
事
業
等
、

高
齢
者
に
あ
わ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

の
整
備
、
介
護
予
防
事
業
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
保
育

施
設
の
再
編
整
備
を
図
り
ま
す
。

産　
　

業

　

個
性
豊
か
な
農
村
・
農
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
認
定
農
業
者
の
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
、
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
の
推
進
、
さ
ら
に
、
商
工

業
の
振
興
や
、
観
光
資
源
等
を
生
か
し
た

交
流
及
び
誘
客
活
動
を
図
り
ま
す
。

町
民
総
参
加

　

引
き
続
き
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事

業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
設

備
の
整
備
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政

事
務
の
簡
素
・
効
率
化
の
た
め
、
総
合
行

政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
町
村
合
併
に
関
す
る
調
査
検
討

を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、　

億
６２

２
、
１
８
０
万
円
と
な
り
、　

年
度
当
初

１５

予
算
に
比
べ
て
、
約
９
、
７
０
０
万
円
、

率
に
し
て
１
・
５
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
別
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、
介
護
給

付
費
等
の
大
幅
な
増
額
に
よ
り
、
前
年
よ

り
、
約
３
億
５
、
０
０
０
万
円
、
率
に
し

て
３
・
３
％
増
の
１
１
１
億
５
、
２
２
３

万
円
と
な
り
ま
す
。

▲保育所再編に向けて駐車場
が拡張される第二保育所

▲結核検診・胃がん・大腸がん等
みなさんの健康のための住民検診

▲国際理解と見聞を広める中
高生のオーストラリア研修

●義務的経費
支出が義務付けられている
経費
●投資的経費
建設事業等行政水準の向上
に寄与する経費
●人件費
町職員給与、町議会議員・
各種委員報酬など
●扶助費
法令に基づき支出される児
童手当、医療費扶助など
●公債費
事業を行うために借り入れ
たお金の元利償還金
●普通建設事業費
道路の整備、公共施設など
の建設に要したお金
●物件費
消耗品、役務費、業務委託
料など
●補助費等
石川地方生活環境施設組合
負担金、広域消防負担金、
各種補助金など
●繰出金
国民健康保険、老人保健、
介護保険、簡易水道事業特
別会計等への繰出金

歳　

入

歳　

出

歳　　出 
比較（％）前年度今年度

義
務
的
経
費
（　

・
3
％
）

53

△ 8.918億 5,235万円16億 8,723万円人件費

9.73億 5,915万円3億9,392万円扶助費

24.39億 9,581万円12億 3,741万円公債費

投
資
的
経
費

（
8
・
5
％
）

△ 38.71億 6,979万円1億410万円補助事業
△ 18.73億 1,819万円2億5,875万円単独事業
△ 4.86,341万円6,037万円国直轄事業
△ 26.41億 3,894万円1億222万円県営事業等

そ
の
他
（　

・
2
％
）

38

△ 13.77億 2,665万円6億2,704万円物件費

△ 20.92,615万円2,069万円維持補修費

△ 2.311億 5,326万円11億 2,637万円補助費等

18.94億 6,535万円5億5,324万円繰出金

0.85,003万円5,046万円投資、出資金等

△ 1.563億 1,908万円62億 2,180万円歳出合計
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▲多くの貴重な鉱物展示・収蔵されている歴史民俗資料館

▲町道の拡幅整備が年次計画で進む

▲「さくら荘」のデイサービスセンター

▲今年から家畜排泄物の適正化が始まる

▲地域づくり事業を活用したゴミステーション

　

平
成　

年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
総
額　

億
２
９
４
万
円
を
５
つ
の
柱
に
配
分
し
ま
し
た
。
特
に

１６

７０

「
人
に
や
さ
し
く
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」（
福
祉
）
に
約　

億
円
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

５３

１　心豊かに学ぶ力をつなぐまち ９，５３２万円
外国青年招致事業
小 ､中学校教育振興事業
生涯学習推進事業など

①明日を担う人づくりのために

鉱物調査報告書作成経費
町史編集事業など

②歴史を学びあい個性豊かな社会
　をつくるために

２　自然と調和し安全で快適なまち ９億７，３２９万円
循環型社会推進計画策定事業
エネルギー推進事業
一般廃棄物処理対策事業など

①自然と共生する社会を
　つくるために

合併処理浄化槽設置整備事業
今出川総合開発事業
簡易水道事業など

②快適な都市基盤の整備を
　めざすために

消防施設整備事業
交通安全対策事業など

③安全で安心な地域社会を
　めざすために

３　人にやさしく健康で安心して暮らせるまち ５３億９４８万円
児童クラブ運営事業
後継者対策事業
国民健康保健事業など

①やさしさと思いやりをもって
　共に生きるために

介護保健事業
障害者福祉事業
老人保健事業
救急医療事業など

②みんなが安心していきいきと
　暮らすために

４　活力に満ちたたくましいまち ４億４,８９６万円
畜産振興事業
森林整備地域支援事業
中小企業対策事業など

①環境変化に柔軟な産業育成の
　ために

石のまちづくり事業
観光宣伝事業など

②地域資源を有効に活用する
　ために

５　町民とともに歩むまち １億７，５８９万円

地域づくり事業
オーストラリア研修事業など①町民総参加の推進

総合行政ネットワーク事業
情報公開など②開かれた行政の推進

公共用地等台帳整備事業
道路台帳整備事業
町村合併など

③効率的な行財政運営の推進

平成１６年度の主な事業 

総　

務　

費43,098円

衛　

生　

費50,062円

民　

生　

費63,404円

公　

債　

費64,369円

町民一人に使われるお金
　平成１６年度の一般会計予算
総額６２億２，１８０万円を、私たち
町民一人当たりにすると
３２３，６４８円になります。このお
金を項目別に見ると次のよう
になります。
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教　

育　

費32,024円

農
林
水
産
業
費22,089円

土　

木　

費15,322円33,280円

消
防
費
ほ

か

町民サービスに使われる町民サービスに使われる
お金は１人当たりお金は１人当たり

約約323,648323,648円円

町民　町民１人当たりの１人当たりの
町税負担は町税負担は　

約約76,38276,382円円
●特別会計予算

対前年度比予算額会　計　名

４．８％１７億１,４００万円国 民 健 康 保 険

６．２％１９億１,１４１万円老 人 保 健

３５．７％１０億３,４１９万円介 護 保 険

△９８．５％１３万円介護保険サービス事業

△４６．０％５５万円母 畑 財 産 区

△２６．５％８６万円中 谷 財 産 区

△８．４％２５万円石川地方町村心身障害児
就 学 指 導 審 議 会

△２．８％５０５万円土 地 開 発 事 業

９．３％２億１,５１９万円簡 易 水 道 事 業

△３０．５％４，８８０万円宅 地 造 成 事 業

●水道事業会計予算

１５年度 予算額 区　　分
２億７，４５６万円２億６,６０７万円営 業 収 益 

収　
　

入

 
収　

益　

的　

収　

支

１８万円１３万円営業外収益
２万円２万円特 別 利 益

２億７，４７６万円２億６,６２２万円計
２億９８７万円２億１,１２１万円営 業 費 用 

支　
　

出

３，３５３万円３，１０２万円営業外費用
３０万円３０万円特 別 損 失
１００万円１００万円予 備 費

２億４，４７０万円２億４，３５３万円計
１５５万円１５５万円建設負担金 

収　
　

入

 
基　

本　

的　

収　

支

１万円１万円工事負担金
７３７万円９２５万円国庫補助金
８９３万円１,０８１万円計
７，８９０万円６,２６３万円建設改良費 

支　
　

出

２，９６６万円３,１７９万円企業債償還金
６５万円国庫補助金返還金
１００万円１００万円予 備 費

１億１,０２１万円９,５４２万円計

※資本的収入額が支出額に対して不足する８,４６１万
円は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

財
政
非
常
事
態　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を

!!

●民生費
子どもやお年寄り、体
の不自由な方々を助
けるために使われる
お金
●公債費
町の借金を返すため
のお金
●総務費
役場全体の事務、戸籍
や選挙、収納、統計な
どに使われるお金
●衛生費
みなさんの健康維持
やごみ処理などに使
われるお金
●農林水産業費
農業や畜産業、林業に
使われるお金
●教育費
学校教育や公民館事
業で使われるお金
●土木費
道路や河川、住宅、都
市整備に使われるお
金
●消防費
消防活動などに使わ
れるお金

※平成１８年度までの
三位一体改革の概要

１、国庫補助負担金の
改革

２、税源移譲を含む税
源配分の見直し

３、地方交付税の改革

　

本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
や
町
債

へ
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
長
引
く

景
気
低
迷
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
町
税

及
び
地
方
交
付
税
収
入
が
伸
び
な
い
う
え
、

少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と

し
た
福
祉
施
策
や
環
境
対
策
な
ど
の
行
政

需
要
が
年
々
増
加
し
、
財
政
構
造
の
硬
直

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
度

１１

に
県
の
財
政
健
全
計
画
策

定
団
体
と
な
っ
て
以
来
、
毎

年
度
、
計
画
を
逐
次
延
長
し
、

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国

の
財
政
状
況
は
、
国
・
地
方

の
長
期
債
務
残
高
が
、　

年
１６

度
末
に
７
１
９
兆
円
に
ま

で
膨
ら
む
見
込
み
な
ど
、
危

機
的
状
況
に
あ
り
、「
経
済
財

政
運
営
と
構
造
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
２
０
０
３
」

に
お
い
て
、
国
・
地
方
を
通

じ
た
行
財
政
改
革
を
強
力

か
つ
一
体
的
に
進
め
る
と

し
、 
三 
位
一
体
の
改
革
が
推

※

し
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、

平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、

１６

町
税
収
入
が　

年
度
予
算

１５

に
比
べ
約
８
千
６
百
万
円

の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
平
成
元
年
度
の
水

準
に
ま
で
低
下
す
る
ほ
か
、
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
等
が
約
３
億

４
千
４
百
万
円
減
少
す
る
な
ど
、
予
測
を

は
る
か
に
上
回
る
財
源
不
足
が
生
じ
、
か

つ
て
な
い
厳
し
い
編
成
作
業
を
迫
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
前
年
に
引
き
続
き
、
役
場

庁
舎
等
建
設
基
金
か
ら
の
借
り
入
れ
や
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
う
一
方
、

事
務
事
業
の
見
直
し
や
職
員
給
与
等
に
ま

で
踏
み
込
ん
だ
歳
出
経
費
の
削
減
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
・
歳
出
の
両
面
か
ら
様
々
な

対
策
を
講
じ
て
財
源
不
足
を
補
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、　

年
度
ま
で
に
、
三
位
一
体

１８

の
改
革
は
、
加
速
・
拡
大
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
先
行
き
は
、
予
想
以
上
に
厳
し
い
事

態
に
陥
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
本
町
財
政

は
、
今
、
ま
さ
に
「
非
常
事
態
」
と
言
う

べ
き
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
に
対
し
て
、

「
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
効
率
的
な
町

政
」
を
基
本
理
念
に
第
３
次
行
政
改
革
に

基
づ
き
、
行
財
政
構
造
の
抜
本
的
な
改
革

を
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
こ
の
難

局
を
克
服
し
、
そ
し
て
、
将
来
の
石
川
町

を
展
望
し
な
が
ら
諸
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

交交交交交交交交交交付付付付付付付付付付税税税税税税税税税税等等等等等等等等等等 3333333333 億億億億億億億億億億円円円円円円円円円円減減減減減減減減減減収収収収収収収収収収交付税等3億円減収
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楽しいイベントや 

明るい話題などを 

役場総務課まで 

お寄せください。 

街かど
探検隊

10 2004.04.012004.04.01

　

２
月　

日
、
役
場
町
長
室
で
、
長
年
に
わ
た

１０

り
町
道
の
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
る
福
田
義

光
さ
ん
（
母
畑
）
へ
の
善
行
表
彰
状
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
調
を
崩
し
た
福
田
さ
ん
に
代
わ
り
フ
ミ

子
夫
人
が
出
席
。
西
牧
立
博
町
長
が
表
彰
状

を
手
渡
し
、
フ
ミ
子
夫
人
が
「
地
域
住
民
と

し
て
当
然
の
こ
と
を
し
た
だ
け
。
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

福
田
さ
ん
は
自
宅
そ
ば
の
町
道
で
雪
が

降
る
と
、
除
雪
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
町

民
に
善
行
表
彰
を
贈
る
の
は
今
回
が
初
め

て
で
す
。

長
年
の
町
道
除
雪

福
田
さ
ん
を
た
た
え
る

　

２
月
５
日
、役
場
町
長
室
で
農
業
経
営
改
善

計
画
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
認
定
農
業
者
３
人
へ
西
牧
立
博
町

長
か
ら
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
年
間
の
農
業
経
営
改
善
計
画
を
提
出
し

認
定
さ
れ
た
も
の
で
、
融
資
条
件
の
緩
和
な

ど
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
認
定
農
業
者
は
、
町
全
体
で　

人
４８

に
な
り
ま
し
た
。

　

認
定
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
坂
本
立
平
（
大
字
新
屋
敷
）
▼
遠
藤
平

寿
（
曲
ノ
内
）
緑
川
一
男
（
山
形
）

認
定
農
業
者
新
た
に
３
人　

町
全
体
で　

人
に
な
る

４８

　

２
月　

日
、
石
川
警
察
署
で
学
校
・
警

１０

察
児
童
生
徒
健
全
育
成
対
策
推
進
制
度
の

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
郡
内
の
教
育
委
員
会
教
育
長
、
学
法

石
川
高
校
・
森
涼
校
長
と
所
管
す
る
石
川
警

察
署
（
加
藤
喜
芳
署
長
）
が
協
定
書
に
調
印

し
、
交
換
し
合
い
ま
し
た
。
先
に
県
立
石
川

高
校
は
調
印
済
み
。

　

代
表
し
て
吾
妻
幹
廣
教
育
長
が「
こ
の
よ
う

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
早
め
の
対
策
が
良
い
。

情
報
を
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
」と

述
べ
、
加
藤
署
長
が
「
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
長
を
願
い
、
助
け
合
い
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 学

校
・
警
察
が
協
力
し
合
い

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
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２
月　

日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン

１５

タ
ー
内
に
あ
る
石
川
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
、第　

回
石
川
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
開
か
れ

２２

ま
し
た
。

　

一
般
の
部
や
ス
ピ
ー
ド
の
部
に
幼
児
か

ら
一
般
ま
で　

人
が
出
場
。

７０

　

開
会
式
で
は
先
ご
ろ
町
体
育
協
会
か
ら
表

彰
さ
れ
た
石
川
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
桑
沢
康

さ
ん
（
双
里
）
と
熊
田
重
信
さ
ん
（
古
舘
）
に

花
束
が
贈
ら
れ
、出
場
選
手
を
代
表
し
佐
久
間

陽
子
さ
ん
（
長
久
保
）
が
選
出
宣
誓
。

　

保
護
者
な
ど
も
声
援
に
駆
け
つ
け
、子
ど
も

た
ち
が
寒
さ
に
負
け
ず
、一
生
懸
命
滑
る
姿
に

多
く
の
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第　

回
石
川
ス
ケ
ー
ト

２２
大
会
に　

人
が
出
場

７０

　

３
月　

日
、
石
尊
山
山
頂
で
、
風
力
・
太
陽

１０

光
発
電
設
備
導
入
事
業
の
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
つ
く
し
ま
き
ら
ら
サ
ポ
ー

ト
・
小
林
忠
好
理
事
長
と
西
牧
立
博
町
長
、
吾

妻
幹
廣
教
育
長
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
し
た
。

　

高
さ　

m
の
鉄
塔
に
直
径
２
・
５
m
の
プ

１２

ロ
ペ
ラ
羽
根
３
枚
を
つ
け
た
風
力
発
電
と
２

枚
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
蓄
電
し
、
水
晶
型

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
１
・
７
ア
ン
ペ
ア

の
電
力
を
供
給
す
る
も
の
で
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
と
町
か
ら
の
補
助
を
得
て
建
設
し

ま
し
た
。

石
尊
山
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

風
力
、
太
陽
光
発
電
設
備
を

　

３
月
４
日
、
学
法
石
川
高
校
校
長
室
（
森
涼

校
長
）
で
、
昨
年　

月
に
第　

回
全
日
本
選
抜

１１

１９

競
輪
（
Ｇ
１
）
で
優
勝
し
た
佐
藤
慎
太
郎
選
手

（
塙
町
）
が
優
勝
を
記
念
し
、
母
校
に
イ
タ
リ

ア
製
の
デ
ィ
ス
ク
ホ
イ
ー
ル
４
枚（
１
０
０
万

円
相
当
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
同
校
の
自
転
車
競
技
部
の
出

身
で
、
３
年
ほ
ど
前
に
同
部
顧
問
の
鎌
田
弘

史
先
生
と
「
Ｇ
１
に
優
勝
し
た
際
に
は
ホ
イ

ー
ル
を
贈
る
」
と
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
「
現
在
の
自
分
が
あ
る
の

も
高
校
時
代
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
結
果
。

後
輩
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

母
校
に
ホ
イ
ー
ル
寄
付

競
輪
Ｇ
１
優
勝
の
佐
藤
選
手
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職
業
▽
町
職
員
と
し
て
石
川
町
教
育
委
員
会

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
何
で
す
か

職
員
と
し
て
、
ま
た
人
間
と
し
て
の
知

識
を
蓄
積
す
る
た
め
、
活
字
を
読
む
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
新
聞
を
３
紙
、
ま

た
週
刊
誌
や
雑
誌
を
読
ん
で
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

笑
顔
の
絶
え
な
い
、
明
る
い
家
庭
を
も

ち
た
い
で
す
。

ど
ん
な
職
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
か

町
民
の
み
な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
職

員
に
な
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
住
ん
で
も

ら
え
る
町
に
し
た
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

や
さ
し
く
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
。

次
回
は
、
吉
田
さ
ん
の
紹
介
で

草
野　

秀
策
さ
ん
で
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
７
人
に

な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

５０

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結
婚
。
傾

２８

斜
地
な
の
で
葉
タ
バ
コ
、
養
蚕
中
心
に

生
計
を
立
て
ま
し
た
。
乳
牛
や
稲
作
も
少
し
や

っ
て
い
ま
し
た
が
、
牛
乳
を
一
本
松
の
集
乳
所

ま
で
運
ん
だ
こ
と
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昭
和　

年
以
降
は
夫
婦
で
勤
め
に
で

５０

ま
し
た
が
、
何
を
や
っ
て
も
大
変
な
時
代
で
し

た
が
、
今
は
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

昭
松
さ
ん　

息
子
た
ち
と
行
く
海
釣

り
や
旅
行
で
す
。

良
子
さ
ん　

公
民
館
で
の
カ
ラ
オ
ケ
や
花
づ

く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

桜
並
木
、
石
川
町
で
一
番
良
い
季
節
で

す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

恵
瀬
郷
地
区
の
道
路
の
整
備
で
す
。

住所／母畑字恵瀬郷

福田　昭松さん（７４歳）
　　　良子さん（７３歳）
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下泉
吉田万理枝さん
（19歳）



聞 い て み ま し た 町 の 声 

長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町 

「私のふるさと」は、町外から石川町に
来られた方々を紹介していきます。６
地区を巡回し、みなさんの生まれ育っ
たふるさとの思い出、石川町の印象な
どをお聞きしています。登場したい方は、
総務課広報広聴係までご連絡ください。 
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◆あなたの故郷はどんな所ですか

　町のどの位置からも遠く富士山をはじ
め、南北アルプス、秩父連峰を見渡せる人
口約１万５百人の長野県諏訪郡富士見町で
す。
　シラカバ、リンドウ、スズランに囲まれ、
古くから政界・文化人の憩いの地として知
られています。また、近年は「太陽と緑」
の健全な休養地として、ペンション、ゴル
フ場、スキー場には、観光客で賑わってい
ます。
　実家は農家で、生花の出荷をしていたの
で、学校が終わると仕事を手伝っていまし
た。積雪量も多く、寒いところです。

◆いつ、石川町に来ましたか

　昭和４２年で２０歳のときに来ました。

◆石川町の印象は

　知らない土地、言葉がわかりづらいなか
の生活は大変でしたが、仕事を通して交友
関係も広がり、温かい地域のみなさんに支
えられながら今まで来ました。

◆町政に望むことは何ですか

　全国に誇れる桜をもっとＰＲすること
や若者が定着できる、元気になるまちづく
りを切に望みます。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

私
た
ち
「
石
川
星
空
の
会
」
で
は
天
文
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
に
素
晴
ら
し
い
自
然
、星
空
に
目

を
向
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
各
地
区
公
民
館
、
学
校
、
子
ど

も
会
等
に
会
員
の
望
遠
鏡
を
持
参
し
て
、星
空
の

美
し
さ
を
自
分
の
目
で
見
て
も
ら
う
「
観
望
会
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も「
手
づ
く
り

望
遠
教
室
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
持
つ
科
学
へ

の
興
味
を
伸
張
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、毎
年　

月
に
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ

１０

ド
セ
ン
タ
ー
で
、日
本
中
の
天
文
愛
好
者
が
集
ま

る
「
石
川
町
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
で　

回
目
に
な
り
北

１３

関
東
を
中
心
に
多
数
の
天
文
愛
好
者
が
来
町
し
、

石
川
町
の
美
し
い
星
空
を
堪
能
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、町
民
に
は
親
子
星
空
教
室
を
開

い
て
著
名
な
先
生
方
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
〔
星
空
案
内
〕
を
実
施
し
美
し
い
星
空

を
満
喫
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、　

月
１０

１
日
・
２
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

来
場
い
た
だ
き
自
分
の
目
で
美
し
い
月
や
星
空

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
美
し

い
星
空
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、石
川
町

に
は
ま
だ
ま
だ
美
し
い
星
空
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
天
文
愛
好
者
に
と
っ
て
垂
涎
の

的
の
よ
う
な
環
境
で
す
。こ
の
環
境
を
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。

◆
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

石
川
町
の
素
晴
ら
し
い
環
境
、
星
空
を
「
孫
子

の
代
」
ま
で
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
中
、
す
ぐ
に
は

実
現
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、石
川
町
の
天
文
、

科
学
の
教
育
の
中
心
に
な
る
よ
う
な

施
設
が
で
き
、自
然
に
目
を
向
け

る
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
る
よ
う
な
町
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

綺
麗
な
星
空
の
石
川
町
を
孫
子
に
伝
え
た
い

▲スターライトフェスティバルの
ようす

矢ノ目田矢ノ目田

橋本 直子橋本　直子さんさん

新屋敷字新覚 青柳　房夫さん



「
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
」 

石
川
町
教
育
委
員
会 
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編
集
室
だ
よ
り 
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石
川
町
が
１
町
５
ヵ
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
の
は
昭
和　

年
３
月　

３０

３１

日
で
す
。
そ
の
後
同　

年
に
赤
字
財
政
の
た
め
国
か
ら
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ
、

３４

同　

年
再
建
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た

３７
こ
と
で
す
が
、
最
近
そ
れ
以
前
に
も
再
建
団
体
指
定
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
町
の
財
政
難
が
話
題
に
な
っ

て
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
再
建
団
体
指

定
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
心
配
す
る

人
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
に

定
め
ら
れ
た
財
政
再
建
団
体
と
は
、
赤

字
財
政
の
た
め
国
の
指
導
の
下
に
入
っ

た
市
町
村
の
こ
と
で
す
。
指
定
さ
れ
る

と
自
治
体
と
し
て
の
主

体
性
を
失
い
、
再
建
計

画
に
よ
る
人
件
費
削
減
、

事
業
の
整
理
・
縮
小
、

税
滞
納
整
理
等
を
行
い
、

黒
字
財
政
へ
の
転
換
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

企
業
で
い
え
ば
管
財
人

二
回
あ
っ
た
町
の
財
政
再
建
団
体
指
定 
�

財
政
再
建
団
体
と
は

主
導
に
よ
る
会
社
再
建
で
す
。

　

去
る
２
月
９
日
に
町
議
会
議
員
会
主

催
の
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
席

上
、
講
師
の
荒
木
田
岳
福
大
行
政
社
会

学
部
助
教
授
が
、
石
川
町
は
全
国
で
も

ま
れ
な
二
回
も
の
再
建
団
体
指
定
を
受

け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

以
下
は
、
荒
木
田
助
教
授
が
提
供
さ

れ
た
資
料
（
福
島
県
地
方
課
編
『
市
町

村
財
政
再
建
の
記
録
』）
に
よ
り
ま
す
。

　

第
一
回
目
の
指
定
は
昭
和　

年
６
月

３１

１
日
で
、　

・　

年
が
再
建
期
間
で
す
。

３１

３２

当
時
の
人
口
は
２
４
、
８
２
３
人
、
当

時
の
財
政
規
模
と
物
価
は
低
く
、　

年
２９

度
の
赤
字
は
４
、
８
４
８
千
円
、　

年
３０

度
は
３
、
８
９
８
千
円
で
し
た
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
合
併

年
度
に
赤
字
財
政
で
あ
り
、
お
そ
ら
く

１
町
５
ヵ
村
が
そ
れ
ぞ
れ
赤
字
体
質
を

持
ち
寄
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

赤
字
の
原
因
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
合
併
後
、新
町
と
し
て
の
一
体
性
を

確
立
す
る
た
め
小
中
学
校
の
増
改
築
、

公
会
堂
建
設
及
び
公
営
住
宅
等
の
建
築

を
行
い
つ
つ
も
健
全
財
政
を
維
持
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
水
道
の
建
設

途
上
に
お
い
て
災
害
に
遭
い
、
そ
の
復

旧
の
た
め
赤
字
の
累
増
を
招
く
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。」

　

次
回
は
赤
字
解
消
の
対
策
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

第
一
回
指
定

赤
字
の
原
因

▲渡辺一夫初代町長（昭和３０．４～３４．４）

　

最
近
、「
読
書
離
れ
」「
子
ど
も
が
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
」
と
よ
く
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
小
さ
い
頃
か

ら
テ
レ
ビ
中
心
の
生
活
を
送
り
、
想
像
力
が
育
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、

活
字
か
ら
物
語
や
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
そ
し
て
、
高
校
生
に
な
る
に
つ
れ
て
本
を
読
ま

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
絵
本
を
あ
ま
り
読
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
や
、
自
分
で
も
読
ま

な
か
っ
た
結
果
、
本
当
に
大
切
な
想
像
力
や
考
え
る
力
な
ど
本
を
読
む
の
に
必

要
な
力
が
育
た
ず
、
本
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
小
さ
い
頃
か
ら

「
本
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
、
本

を
読
む
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
」

は
、
豊
か
な
情
操
を
育
み
、
知
識

を
身
に
つ
け
、
生
活
に
潤
い
と
ゆ

と
り
を
も
た
ら
す
こ
と
に
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
石
川
町
教
育
委
員

会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
積
極
的

に
本
と
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

●
中
央
公
民
館
図
書
室
・
土
曜
日
開
放

　

毎
週
土
曜
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
３
時
ま
で
開
放

３０

　

★
石
川
町
文
化
協
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

　
　
（
午
前　

時
〜
午
後
３
時
ま
で
の
間
）

１０

●
「
子
ど
も
読
書
週
間
」
に
お
け
る
読
書
活
動
推
進
事
業
（
各
学
校
）

　

★
子
ど
も
読
書
週
間　

（
４
月　

日
〜
５
月　

日
）

２３

１２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

月　

日
〜　

月
９
日
）

１０

２７

１１

お
知
ら
せ

▲中谷地区公民館「親と子の読書会」
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暮らしの豆知識 
みんなで 
エコライフ 

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
 

省
エ
ネ
18
の
提
案
 

●
三
大
性
感
染
症

　

代
表
的
な
性
感
染
症
に
は
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
淋

病
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

最
も
多
い
ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
男
女
と
も
症
状
が

な
い
こ
と
が
大
半
で
す
。
セ
ッ
ク
ス
経
験
の
あ

る
女
性
は
、
婦
人
科
受
診
の
機
会
に
ぜ
ひ
ク
ラ

ミ
ジ
ア
の
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
放
っ
て

お
く
と
、
子
宮
頚
管
炎
、
子
宮
内
膜
炎
、
卵
管

炎
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
不
妊
症
や
子

宮
外
妊
娠
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
淋
病
は
男
性

に
症
状
が
出
や
す
く
、
感
染
後
３
〜
７
日
の
潜

伏
期
を
経
て
、
尿
道
の
か
ゆ
み
、
熱
、
尿
道
口

か
ら
の
分
泌
物
、
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
気
づ
い

た
ら
泌
尿
器
科
の
受
診
を
受
け
、
陽
性
な
ら
相

手
の
女
性
に
も
受
診
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

性
器
ヘ
ル
ペ
ス
は
一
度
感
染
す
る
と
再
発
す
る

可
能
性
の
高
い
性
病
で
す
。
初
感
染
で
は
、
感

染
後
約
１
週
間
で
、
男
性
な
ら
包
皮
、
陰
嚢
や

亀
頭
な
ど
に
、
女
性
は
外
陰
部
に
小
さ
な
水
泡

が
生
じ
、
こ
れ
が
破
れ
て
浅
い
潰
瘍
と
な
り
、

そ
し
て
激
し
い
痛
み
や
、
発
熱
、
頭
痛
、
疲
労

感
を
伴
い
ま
す
。
症
状
の
治
療
に
は
、
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
が
有
効
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
そ
の
後

も
神
経
に
潜
伏
し
、
再
発
を
繰
り
返
し
ま
す
。

●
予
防
は
最
大
の
防
御

　

性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
女
性
が
妊
娠
す

る
と
、
母
子
感
染
も
起
こ
り
、
子
ど
も
の
一
生

を
左
右
す
る
よ
う
な
思
い
肺
炎
や
眼
疾
患
、
脳

障
害
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
膣
性

交
、
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
を
問
わ
ず
粘
膜
の
存

在
す
る
と
こ
ろ
に
は
す
べ
て
性
感
染
症
の
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
率
な
性
交
渉
を
慎
み
、
薬
物
に
手
を
出
さ

ず
、
性
交
時
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

　「ハッピースマイル」では、１歳
から３歳までのお子さんの写真を
募集しています。 
　応募方法は、お子さんの写真、名前、
誕生日、電話番号を明記して、封書
で役場総務課広報広聴係までお便
りください。後日担当が撮影にお伺
いします。応募多数の場合は、掲載
できない場合もありますのでご了
承願います。 

ハッピー
　スマイル

双里字谷津
平成１２年９月１５日生まれ
好孝さん・かおりさんの長女

「パパとママの宝物です。人の気持ちの
分かる優しい子に育ってね！」

沢井字大日原
平成１５年１月１５日生まれ
敏雄さん・恵子さんの長男

「朋輝の笑顔でみんなも笑顔！いっぱい、
いっぱい遊ぼうね」

緑
川　

遥
香

    

ち
ゃ
ん

は
る
か

大
平　

朋
輝

    

ち
ゃ
ん

と
も
き

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

55

徒
歩
、
自
転
車
の

徒
歩
、
自
転
車
の

利
用
を
！

利
用
を
！

短
距
離
の
移
動
に
際
し
て
は
、

な
る
べ
く
徒
歩
や
自
転
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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　加入の資
格が発生し
た時点にさ
かのぼって
保険税を納

付しなければなりません。また、
保険証がないため、医療費は全
額自己負担となります。

　国保の資
格がなくな
ったあとに
国保で診療
を受けた場

合は、国保で負担した分の医療
費を返してもらうことになりま
す。また、国保と被用者保険の
両方に保険税（料）を納めてし
まうことがあります。

「みんなで地域づくり」�
　介護保険がスタートして４年が

経ちました。それに伴い地域のミ

ニディサービスをスタートして

沢田地区は４年目、野木沢地区は

２年目、今年、中谷が試行的に開

催しています。地域での開催とい

うことで、区長さんや副区長さん、

民生委員さん、保健衛生協力員さ

んたちの他に、心強いボランティ

アさんのご協力があります。

この運営には区の補助もあり、日

中一人きりの高齢者の方やなか

なか外出する機会のない高齢者

のみなさんにとって楽しみの場

になればと思っています。また、

元気でいられるためのお手伝い

をみんなでやっていく、そのこと

で少しずつ地域がつながってい

ったり、若い人たちが自分のこと

として考えていく場になったら

いいなと思っています。

「毎月の参加を心待ちにしてい

る」「みんなに会って話をするの

が何よりの楽しみになっている」

「病気で調子が悪く体も気持ち

も晴れずにいたが、心身ともに癒

されている」などボランティアさ

んに対しての感謝の言葉がたく

さん聴かれました。他の地区でも

徐々に地域にあったミニディサ

ービスができていければと思い

ます。

野菜・果実、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせて！

��������	
��
�������

たっぷりの野菜と毎日の果物・豆類でたっぷりの野菜と毎日の果物・豆類で
ガンや生活習慣病を予防！ガンや生活習慣病を予防！

　カリウム・食物繊維・抗酸化ビカリウム・食物繊維・抗酸化ビ
タミン（ポリフェノールなど）がタミン（ポリフェノールなど）が
多く含まれており、「活性酸素」の多く含まれており、「活性酸素」の
発生を抑えたり、高血圧を改善し発生を抑えたり、高血圧を改善し
たり、腸の調子を整えたりします。たり、腸の調子を整えたりします。
毎日たくさん食べると、発ガンを毎日たくさん食べると、発ガンを
抑制し、生活習慣病予防に役立ち抑制し、生活習慣病予防に役立ち
ます。ます。

強い骨や歯を作るカルシウムパワー！強い骨や歯を作るカルシウムパワー！
　カルシウムは骨や歯の主成分でカルシウムは骨や歯の主成分で
牛乳・乳製品、小魚、豆類に多く牛乳・乳製品、小魚、豆類に多く
含まれています。骨は常に生まれ含まれています。骨は常に生まれ
変わり、約３年で体全体が新しい骨変わり、約３年で体全体が新しい骨
になります。毎日の積み重ねが密になります。毎日の積み重ねが密
度の高い、丈夫な骨と歯を作りま度の高い、丈夫な骨と歯を作りま
すので、カルシウムの多い食品をすので、カルシウムの多い食品を
とる心がけをしましょう。とる心がけをしましょう。

若い世代こそ、新鮮な野菜や果物を若い世代こそ、新鮮な野菜や果物を
たくさん食べましょう！たくさん食べましょう！

　野菜の料理と言えば「生野菜の野菜の料理と言えば「生野菜の
サラダ」をイメージするのが１０～サラダ」をイメージするのが１０～
３０代で多いようです。生で食べる３０代で多いようです。生で食べる
より、茹でたり煮たりすると自然より、茹でたり煮たりすると自然
とたくさん食べることができますとたくさん食べることができます
ので、食べ方を工夫しましょう。ので、食べ方を工夫しましょう。

届け出はお忘れなく

　職場の健康保険などでは、加入・脱退などの届け出
は雇用者が行いますが、国民健康保険の場合には、各

自が責任をもって行わなければなりません。
国保の届け出は、各世帯ごとに世帯主が行います。
こんにときは届け出を　「届け出は１４日以内に」

印かん、転出証明書他市区町村から転入したとき国
保
に
加
入
す
る
と
き

印かん、健保の離脱証明書他の健康保険などを脱退したとき

印かん、保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

印かん、保険証、母子保健手帳子どもが生まれたとき

印かん、保険証、母子健康手帳外国人が加入するとき

印かん、保険証他市区町村へ転出したとき国
保
を
脱
退
す
る
と
き

印かん、国保と健保の保険証他の健康保険などに加入したとき

印かん、保険証、保護開始決定通知書生活保護を受けはじめたとき

印かん、保険証、死亡を証明するもの死亡したとき

保険証、外国人登録証明書外国人が脱退するとき

印かん、年金証書、保険証退職者医療制度に該当したとき

そ
の
他

印かん、保険証退職者医療制度に該当しなくなったとき

印かん、保険証住所、世帯主、氏名などが変わったとき

印かん、保険証、身分を証明するもの保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき

印かん、保険証、在学証明書修学のため、子どもが他の市区町村に住むとき

印かん、保険証長期旅行などで別個の保険証が必要なとき

こんなとき 持参するもの

加入の

届け出が

遅れると

脱退の

届け出が

遅れると



172004.04.012004.04.01

こんにちは
赤ちゃん

カ ップル誕生

お くやみ

4月 ●April
老人福祉センター
町民グラウンド
町民グラウンド

保健センター

保健センター

町民グラウンド
町民グラウンド

老人福祉センター
役場宿直室
保健センター
保健センター

町民グラウンド

心配ごと相談（１０：００～）
春季選抜ソフトボール県南大会（９：００～）
消防春季検閲式（８：５０～）
発明の日

郵政記念日
すくすく教室（９：３０～）

３歳児健診（１３：３０～）
子ども読書の日
みどりの週間（～２９日）

協会長旗Ａリーグソフトボール大会（８：３０～）
高松宮杯１・２部野球大会（９：００～）

心配ごと相談（１０：００～）
交通事故巡回相談（１０：００～）
乳幼児予防接種・日本脳炎（１２：３０～）
１歳児健診（９：３０～）
みどりの日
石川地方少年ソフトボール大会（９：００～）

�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�

�

�

�

16
17

18
19
20

21
22
23

24
25

26
27

28

29

30

5月 ●May

町民グラウンド

町民グラウンド
保健センター
保健センター
老人福祉センター
保健センター
保健センター

町民グラウンド
町民グラウンド

中央公民館

緑の募金（～５／３１）
消費者月間
水防月間
不正大麻・けし撲滅運動（～６／３０）
憲法週間（～７日）
中体連ヤマザキ杯（８：００～）
郵便記念日

こどもの日
児童福祉週間（～１１日）
野木沢スポ少２０周年記念大会（９：００～）
３～４ヵ月健診（１３：３０～）
すくすく教室（９：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）
ひまわり教室（９：３０～）
２歳児教室（９：３０～）

町長杯Ａリーグソフトボール大会（８：３０～）
高松宮杯１・２部野球大会（９：００～）

看護週間（～１７日）
春の全国交通安全運動（～２０日）
看護の日
県政相談会（１０：００～）

情報通信月間（～６／１５日）

�

�
�
�
�

�

�

�
�

�
�

�

�
�
�

1

2
3
4
5

6

7

8
9

10
11

12

13
14
15

軽自動車税（全期分）��������	
���
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住 所保 護 者氏 名

 黒田　 辰吉  （泰　吉・弘　美） 屋敷入
たつよし

 前田　 萌花  （光　一・智　子） 長久保
も　か

 矢内　　 葵  （寛　美・美　保） 立ヶ岡
あおい

 溝井　 大樹  （陽　介・ユ　キ） 境ノ内
だいき

 野崎　 陸音  （大　地・千　春） 立ヶ岡
りおん

 矢吹　 虎斗  （貴　之・由香利） 中　野
たけと

 添田　 玲美  （孝　幸・春　代） 北　山
れいみ

 飯島　 貴羅  （光　昭・律　子） 形　見
き　ら

 添田　ゆき （春　二・みさ子） 北山形

 吉田　 結人  （知　克・順　子） 沢　井
ゆいと

 鈴木　 菜美  （道　弥・光　子） 長久保
な　み

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

鈴　木　　晃（新　町）・鈴　木　千恵子（平田村）

住 所　 氏　 名　

 迎　　　瑠唯我 　　　　　塩　沢
 西　牧　サヨ子　　　　　新　町
 荒　川　ナ　ツ　　　　　当　町
 太　樂　正　一 　　　　　沢　井
 小　林　定　明 　　　　　沢　井
 須　藤　武　好 　　　　　板　橋
 羽　賀　博　之　　　　　長久保
 佐　川　健　一 　　　　　赤　羽
 小　池　チ　カ　　　　 　南山形
 小豆畑　芳　邦　　　　 　白　石

（平成１６年２月１日～２月２９日まで届出分　敬称略）



町民憲章 今月の納期 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第205回  
　外槙保育所  

施設の紹介  
　周りは自然に　 囲まれ、大好きな散歩へ出かけたり、広い庭でのびのびと走りまわったり、ドッジ
ボールをして楽しんでいます。１１人と少ないのですが、年長児はまだ慣れない小さいお友だちの面
倒を見ながら、家庭的な温かい雰囲気のなか生活しています。 

編集後記 
　3月・4月は巣立ち、旅たちの時
季であり、芽吹きの時でもあります。
沢田中学校卒業式の取材に行き、
大規模校にはない、アットホーム
な雰囲気や、素直に喜びや淋しさ
を表現できる子どもたちに感動
しました。大人になると雑感を覚え、
かっこ悪い、恥ずかしいとか言って、
素直に自分を表現できなくなりま
す。いつも、この時季に各学校、
保育所等の卒業式、入学式に行く
と、心を洗い流されたような気持
ちにさせてくれます。　　　　　
　（迎　茂城） 

　5月～8月にかけて、日本全土の薄暗い林の
中に生える葉緑素のない腐生の多年草。高さ
8～20cmまで伸び、奇異な姿をしているため、
めずらしい植物と思われがちですが、低山から
深山まで普通に見られます。 

　野木沢幼稚園に通う、二瓶恵理子さん（中央）と
祖父の達雄さん（左）、祖母の喜代子さん（右）です。 

泉　悠大さん（5歳） 
ゆうだい 

いつも元気いっぱいで戦いごっ
こ砂遊びが大好きな悠大くん。
消防自動車、救急車が飛んでく
る様子を描きました。 

前田　優花さん（5歳） 
ゆう か 

ままごと、砂遊び、縄跳びが大好
きな優花さん。パンを作る粉を
ねっているところを描きました。 

表紙の 登場人物 

1.自然と文化を愛し 
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

19,193人（－18） 

（  ）内前月比 

●2月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,383人（－  8） 
9,810人（－10） 
5,576戸（－  8） 

絵
本・からすの

パンや
さんから

ギンリョウソウ（イチヤクソウ科） 
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